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© UBS 2024．キーシンボル及びUBSの各標章は、UBS
の登録又は未登録商標です。UBSは全ての権利を留保
します。

＊当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／内外／その他資産（転換社債）
信 託 期 間 2014年9月22日から2024年9月17日まで

運 用 方 針

主として、外国籍投資信託であるUBS（CAY）
グローバルCBファンド（ノンヘッジクラス）へ
の投資を通じて、世界各国の転換社債等※に投資
を行い、信託財産の中長期的な成長を目指して
運用を行います。原則として対円での為替ヘッ
ジを行いません。
※「転換社債等」とは、一定の条件で株式に転
換できる権利のついた社債や、これと同様の
性質を有する証券、証書などの有価証券をい
います。（有価証券の種類にかかわらず、委
託会社（外国籍投資信託の投資運用会社を含
む）が同様の投資効果を得られると判断する
ものを含みます。以下同じ。）

主要運用対象

UBS（CAY）
グローバルCB
ファンド（ノン
ヘッジクラス）

世界各国の転換社債等を主要投資
対象とし、信託財産の成長を目指
して運用を行います。

UBS短期円金利
フ ァ ン ド
（ 適 格 機 関
投資家向け）

わが国のコマーシャル・ペーパー
を含む短期金融商品および内外の
円建ての公社債を主たる投資対象
とし、円短期金利を上回る信託財
産の安定的な成長を目指して運用
を行います。

組 入 制 限

①投資信託証券への投資割合には制限を設けま
せん。
②同一銘柄の投資信託証券への投資割合には制
限を設けません。
③株式への直接投資は行いません。
④外貨建資産への直接投資は行いません。
⑤デリバティブ取引（法人税法第61条の5に定
めるものをいいます。）の直接利用は行いま
せん。ただし、指定外国投資信託およびUBS短
期円金利ファンド（適格機関投資家向け）に
おいてはデリバティブ取引を行う場合があり
ます。その場合は、価格変動、金利変動およ
び為替変動により生じるリスクを減じる目的
ならびに投資の対象とする資産を保有した場
合と同様の損益を実現する目的以外には利用
しません。

分 配 方 針 P.10～11の「分配方針」をご覧ください。

UBS
グローバルCBオープン
(年4回決算型・為替ヘッジなし)

償還運用報告書（全体版）（第20作成期）
第39期　決算日　2024年6月17日
第40期　償還日　2024年9月17日

受益者のみなさまへ
　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し
上げます。
　さて、「UBSグローバルCBオープン
（年4回決算型・為替ヘッジなし）」は、
2024年9月17日をもちまして信託約款の
規定に基づき償還させていただきましたの
で、ここに謹んで設定以来の運用状況と償
還の内容をご報告申し上げます。
　当ファンドをご愛顧いただきましたこと
に対して、厚く御礼申し上げます。
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1－　　－

UBSグローバルCBオープン（年4回決算型・為替ヘッジなし）

最近５作成期の運用実績

作成期 決 算 期 ( 決 算 日 ) 基 準 価 額
（分配落）

投 資 信 託
証券組入比率

純 資 産
総 額税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

第
16
作
成
期

円 円 ％ ％ 百万円
31期（2022年  6月17日） 10,015 100 2.5 94.7 118
32期（2022年  9月20日） 10,201 250 4.4 98.7 120

第
17
作
成
期

33期（2022年12月19日） 9,928 0 △2.7 98.5 112
34期（2023年  3月17日） 9,944 0 0.2 97.7 112

第
18
作
成
期

35期（2023年  6月19日） 10,573 250 8.8 98.7 117
36期（2023年  9月19日） 10,568 250 2.3 98.7 116

第
19
作
成
期

37期（2023年12月18日） 10,199 150 △2.1 97.7 106
38期（2024年  3月18日） 10,354 250 4.0 98.7 98

第
20
作
成
期

39期（2024年  6月17日） 10,537 250 4.2 96.3 101
（償　還　時） （償還価額）

40期（2024年  9月17日） 10,099.56 △4.2 － 93
（注1）基準価額は1万口当たり。基準価額の騰落率は分配金込み。
（注2）当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であることから、運用の目標となるベンチ

マークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考指数）はありません。
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2－　　－

UBSグローバルCBオープン（年4回決算型・為替ヘッジなし）

当作成期中の基準価額等の推移

決算期 年 月 日 基 準 価 額 投 資 信 託
証 券 組 入 比 率騰 落 率

第39期

(期　首) 円 ％ ％
2024年3月18日 10,354 － 98.7

3月末 10,494 1.4 98.1
4月末 10,727 3.6 98.3
5月末 10,802 4.3 98.3

(期　末)
2024年6月17日 10,787 4.2 96.3

第40期

(期　首)
2024年6月17日 10,537 － 96.3

6月末 10,737 1.9 99.1
7月末 10,525 △0.1 99.0
8月末 10,156 △3.6 98.9

(償還時) (償還価額)
2024年9月17日 10,099.56 △4.2 －

（注1）基準価額は1万口当たり。
（注2）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。
（注3）当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であることから、運用の目標となるベンチ

マークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考指数）はありません。
（注4）投資信託証券組入比率は、当ファンドの追加・解約と有価証券売買の計上タイミングがずれること等により、一時的に100％超の数

値となる場合があります。
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3－　　－

UBSグローバルCBオープン（年4回決算型・為替ヘッジなし）

運用経過
基準価額等の推移について �

（2014年9月22日～2024年9月17日）

第39期首　　　　　： 10,354円
第40期末（償還日）： 10,099.56円（既払分配金�250円）
騰 落 率　　　　　： －0.1％（分配金再投資ベース）

（注1）分配金再投資基準価額は、収益分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド
の運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。

（注2）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額に
より課税条件も異なります。したがって、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注3）分配金再投資基準価額は、設定日の値を基準価額と同一となるように指数化しています。

　基準価額は設定時の10,000円から、満期償還時には既払分配金3,600円（税引前）込みで
13,699.56円となりました。
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4－　　－

UBSグローバルCBオープン（年4回決算型・為替ヘッジなし）

基準価額の主な変動要因
・実質的に投資を行っている世界各国の転換社債等からのインカム・ゲイン（利子収入）
・実質的に投資を行っている世界各国の転換社債等からのキャピタル・ゲインまたはロス（価格変
動に伴う損益）
・実質的に投資を行っている世界各国の転換社債等における為替変動による収益または損失（円と
世界各国の転換社債等に係る通貨との間の為替変動に伴う損益）

　当ファンドは設定来で＋42.5％の上昇（分配金再投資ベース）となりました。基準価額が上昇し
たのは、約10年間にわたる運用期間において、折々の相場局面を経ながらもグローバルCB市場が
上昇した中、実質的に組入を行っている転換社債等からのキャピタル・ゲインやインカム・ゲイン、
為替変動に伴う収益（主に対円での米ドル高やユーロ高）などのプラス要因が、信託報酬などのマ
イナス要因を上回ったため、値上がりしました。

投資環境について
グローバル転換社債（以下「CB」）市場
第1作成期（2014年9月22日～2015年3月17日）
　当作成期のグローバルCB市場は、作成期初より米国での利上げ時期前倒し観測の高まりに加え、
欧州の景気停滞を反映するマクロ指標や米軍によるイスラム国への空爆実施などを背景に、下落し
て始まりました。更に、香港民主化デモの激化や世界経済の先行き不透明感の台頭などが売り材料
となり、2014年10月中旬にかけて下落幅を拡大しました。その後、欧州中央銀行（ECB）による
景気刺激策拡大への期待などから上昇に転じ、その後も米国企業の好決算、中国の利下げや欧州の
追加金融緩和などがサポート材料となり、堅調に推移しました。しかしながら、2014年12月にな
ると、原油価格急落による産油国経済への懸念の高まりや、ギリシャでの政局不安が浮上したこと
などから市場のリスク回避姿勢が高まり、株式市場が大幅安となったことを受けて、CB市場も下
落しました。年末にかけては、米国での利上げ観測の後退や原油価格が落ち着きを見せたことから、
投資家心理が回復を見せると、CB市場も反発しました。2015年1月下旬以降作成期末にかけては、
ECBによる量的金融緩和の導入への期待、ウクライナの停戦合意やギリシャへの金融支援延長の決
定などが好感され、上昇基調を維持しました。

第2作成期（2015年3月18日～2015年9月17日）
　当作成期の各国のCB市場は、作成期初は、米国での早期利上げ観測や米ドル高の進行などがマ
イナス材料となりつつも、概ね堅調な米国の企業決算、中国の景気減速懸念の後退や資源価格が上
昇に転じたことなどから投資家のリスク選好姿勢が回復し、概ね上昇基調での推移となりました。
2015年6月になると、ギリシャ債務交渉の先行き不透明感などに左右され上値の重い展開となり、
7月以降は中国株式市場の急落や人民元の実質的な通貨切り下げなどを背景に投資家のリスク回避
姿勢が高まり、世界的に株式市場が下落する展開となり、CB市場も大きく下落しました。
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5－　　－

UBSグローバルCBオープン（年4回決算型・為替ヘッジなし）

第3作成期（2015年9月18日～2016年3月17日）
　当作成期の各国CB市場は下落しました。作成期初、グローバル株式が2015年9月を底に反発し、
世界的に金融緩和期待が高まる中、12月初めまでCB市場も堅調に推移しました。しかしその後は
市場の期待を下回る欧州中央銀行（ECB）の追加金融緩和策に対する失望や、商品市況の下落、中
国を始めとした新興国経済に対する懸念、米国のリスクの高い債券に投資するクレジットファンド
が解約停止措置を発動したことなどからリスク回避の動きが強まり、CB市場は下落しました。そ
の後、作成期末にかけては、原油価格の反発や欧州での追加金融緩和等を受けて投資家心理が改善
し、株式市場が反発したことなどを受けてCB市場は下げ幅を縮小しました。

第4作成期（2016年3月18日～2016年9月20日）
　当作成期の各国のCB市場は上昇しました。期初は、商品市況の反発や欧州中央銀行（ECB）に
よる追加金融緩和策、米連邦準備制度理事会（FRB）の利上げ姿勢の緩和等を受けた投資家心理の
改善などを背景に堅調推移となり、CB市場も株式市場の上昇に連動しました。期の後半には、英
国の欧州連合（EU）離脱の決定などを嫌気した株安の影響を受け下落するも、先進国の中央銀行
に対する政策期待などが下支えとなり上昇基調が継続しました。ただし、期末には米国での早期利
上げ観測等を受け、若干上げ幅を縮めて取引を終えました。

第5作成期（2016年9月21日～2017年3月17日）
　当作成期の各国のCB市場は上昇しました。作成期初より、米国大統領選挙に対する不透明感の
高まりから世界的に株式市場が軟調となったことに加えて、米国長期金利の急上昇なども嫌気され、
CB市場は2016年11月末まで下落基調となりました。その後は、米国のトランプ新大統領が掲げ
る財政出動や規制緩和、インフラ投資などの経済政策への期待から、グローバル株式市場が大きく
上昇したことを受け、CB市場も上昇基調となりました。

第6作成期（2017年3月18日～2017年9月19日）
　当作成期の各国のCB市場は、上昇しました。作成期初は世界経済の回復期待やトランプ政権の
政策実行力に対する期待の後退などの材料が混在し、CB市場はレンジ内での推移となりました。
しかし、4月の半ばに仏大統領選挙での親欧州連合（EU）派マクロン氏の勝利を受けた欧州政治リ
スクの後退や欧米企業の好決算などが好感され、CB市場は大幅に上昇しました。その後、米国と
北朝鮮間の関係緊迫化や欧州におけるテロなどの地政学リスクの高まりに加え、欧州中央銀行
（ECB）総裁のタカ派発言などがCB市場の下押し圧力となったものの、米国の企業決算が堅調で
あったことや米国や中国を中心とした世界的な経済の回復期待などを背景にCB市場は上昇基調で
期末を迎え、作成期初の水準を上回りました。
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6－　　－

UBSグローバルCBオープン（年4回決算型・為替ヘッジなし）

第7作成期（2017年9月20日～2018年3月19日）
　当作成期の各国のCB市場は、上昇しました。作成期の前半は、世界的な好況やインフレ鈍化、
企業業績の改善などが追い風となり、CB市場では上昇基調となりました。作成期の後半は、米税
制改革の実現などを受けて更に楽観的ムードが広がり、CB市場は更に上昇したものの、2018年2
月には欧米長期金利の上昇をきっかけに各国で株価が急落し、CB市場でも調整色が強まりました。
しかし作成期末にかけては、北朝鮮の金正恩委員長とトランプ大統領の首脳会談の可能性が浮上し
たことや、2月の米雇用統計において予想以上に雇用者が増加したことを好感し、再び高値圏まで
上昇しました。

第8作成期（2018年3月20日～2018年9月18日）
　当作成期の各国のCB市場はほぼ横ばいとなりました。作成期初は株式市場の上昇に牽引されて
CB市場も上昇しましたが、堅調な商品相場を受けたインフレ懸念の高まりから米国中心に長期金
利が上昇基調となると、CB市場は下落に転じました。その後はイタリアやスペインの政治不安や
米中貿易摩擦の過熱懸念など株式市場にとっての悪材料が重なり、CB市場も軟調な展開が続きま
した。さらにトルコリラの急落を受けて投資家のリスク回避姿勢が強まったことから、CB市場は
続落しました。作成期末にかけては、過度なリスク回避姿勢の後退などから株式市場が反発し、
CB市場も上昇に転じたものの、作成期初とほぼ同じ水準を回復するにとどまりました。

第9作成期（2018年9月19日～2019年3月18日）
　当作成期の各国のCB市場は小幅な上昇となりました。作成期の前半は、米中貿易摩擦の先行き
不透明感や世界経済の減速懸念などを背景に、2018年10月以降投資家のリスク回避姿勢が強まり、
株式市場の下落と信用スプレッドの拡大が進んだ状況下で、CB市場は概ね下落基調で推移しまし
た。作成期の後半は、米国の利上げ休止観測や米中通商協議の進展期待などを背景に、CB市場は
概ね上昇基調で推移し、作成期の前半の下落分を取り戻した結果、作成期初から小幅な上昇で期末
を迎えました。

第10作成期（2019年3月19日～2019年9月17日）
　当作成期のグローバルCB市場は、米国市場を中心に上昇しました。作成期の序盤は堅調でした
が、5月に入ると、米中通商交渉の難航や世界経済の減速懸念を背景に投資家のリスク回避姿勢が
強まり、株式市場の下落と信用スプレッドの拡大が進む中で、CB市場も下落しました。6月以降は、
主要先進国の中央銀行が景気下支えの姿勢を強めたことなどに支えられ、CB市場は上昇基調とな
りました。8月の前半、通商問題をめぐる米中の対立激化や米国の景気後退への懸念などから、CB
市場は再び下落したものの、作成期初比ではプラスのリターンを維持しました。
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第11作成期（2019年9月18日～2020年3月17日）
　当作成期のグローバルCB市場は下落しました。作成期の序盤から、米中通商協議の進展期待や、
米国を中心とした堅調な景気動向、主要中央銀行による緩和的な金融政策などを背景に、投資家の
リスク選好度が高まり、CB市場は概ね上昇基調で推移しました。しかし、作成期の終盤、中国で
発生した新型コロナウイルスの感染が世界各地へ急速に広がったことを受け、市場でリスク回避姿
勢の動きが強まり、世界的な株安が生じました。CB市場も作成期末にかけて大幅な調整が入った
結果、作成期初から大きく下落して期末を迎えました。

第12作成期（2020年3月18日～2020年9月17日）
　当作成期のCB市場は大幅に上昇しました。作成期の序盤、新型コロナウイルスの感染拡大によ
るグローバル経済の悪化が懸念された環境下で、各国の主要中央銀行や政府が大規模な緊急支援策
を相次いで打ち出したことなどが市場の下支えとなり、CB市場は上昇に転じ、社債の信用スプ
レッドも縮小しました。その後も、各国で新型コロナウイルスの感染対策として実施されていた都
市封鎖の段階的な解除の動きや、当該疾患のワクチンおよび治療薬の開発や早期実用化への期待感
の高まり、主要中央銀行による緩和的な金融政策などを背景に、CB市場は、概ね上昇基調で推移
しました。作成期の終盤、米中関係の悪化懸念や、各国で新型コロナウイルスの感染再拡大への警
戒感などが重石となり、CB市場は作成期末にかけて幾分失速しましたが、結局、作成期初から大
きく上昇して作成期を終えました。

第13作成期（2020年9月18日～2021年3月17日）
　当作成期のCB市場は大幅に上昇しました。作成期の前半、欧米での新型コロナウイルスの感染
再拡大や、11月の米大統領選と上下両院議会選を前にした政治的不透明感の高まりが重石となる
局面もみられました。しかし、選挙終了で政治的不透明感が大きく後退したことや、主要中央銀行
による緩和的な金融政策による下支え、また、新型コロナウイルスワクチンの接種開始に伴う経済
正常化への期待感の広がりなどから、リスク選好姿勢が強まり、CB市場は概ね上昇基調で推移し
ました。作成期の終盤、米長期金利の急上昇を嫌気して、株式市場が急落した影響もあり、CB市
場は調整しましたが、最終的には前作成期を大幅に上回る水準で作成期末を迎えました。

第14作成期（2021年3月18日～2021年9月17日）
　当作成期のCB市場は、前作成期末比でほぼ横ばいとなりました。作成期初、米国のインフレ懸
念などを背景にCB市場は下落して始まりましたが、4月に入り米国バイデン政権による大規模なイ
ンフラ投資計画への期待感や、堅調な米経済指標、新型コロナウイルスワクチン接種の進展期待な
どを背景に、CB市場は緩やかな上昇に転じました。しかしその後、米国の早期テーパリング（量
的緩和の段階的な縮小）開始観測や、世界的な新型コロナウイルス変異株の感染拡大などが重石と
なり、CB市場は再び軟調な展開となりました。5月半ば以降は世界経済の回復期待のほか、概ね好
調な企業業績などが下支えとなり、CB市場は持ち直した後、レンジ内で推移しました。
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第15作成期（2021年9月18日～2022年3月17日）
　当作成期のCB市場は、前作成期末比で大きく下落しました。作成期の序盤、主要中央銀行の金
融政策の正常化が意識される中でも、世界経済の順調な回復などに下支えされて、CB市場は緩や
かに上昇しました。しかし11月下旬、世界的なインフレ圧力の高まりや新型コロナウイルスオミ
クロン株の感染拡大への懸念から、CB市場は値を崩しその後も下落基調で推移しました。2022年
に入り、米国の金融引き締めの加速を警戒した長期金利の急上昇を嫌気して下げ幅を広げました。
作成期の終盤、ロシアによるウクライナ軍事侵攻に伴う投資家心理の悪化と、コモディティ価格高
騰への懸念から、CB市場は軟調な展開となりました。結果、前作成期末比で大幅に下落して作成
期を終えました。

第16作成期（2022年3月18日～2022年9月20日）
　当作成期のCB市場は、前作成期末比で大きく下落しました。作成期の序盤、世界的なインフレ
圧力の高まりと、金融引き締めの加速観測などを背景に、CB市場は下落基調で推移しました。作
成期の中盤以降は、値ごろ感から買い戻しの動きも活発化して、CB市場は幾分値を戻す局面も見
られたものの、インフレ抑制を重視するパウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長のタカ派的な
発言から、米国の大幅利上げ観測が再燃し、CB市場は再び軟調な展開となりました。結果、前作
成期末比で大幅に下落して作成期を終えました。

第17作成期（2022年9月21日～2023年3月17日）
　当作成期のCB市場は、前作成期末比で小幅に上昇しました。2022年の後半、米連邦準備制度理
事会（FRB）をはじめ先進国の中央銀行がインフレ抑制を重視しタカ派的な姿勢を維持する中で、
急速な金融引き締めによる経済と企業業績への悪影響が懸念され、CB市場は値を下げる局面もあ
りました。しかし11月に入ると、米国のインフレのピークアウト観測を受けて長期金利が低下し、
CB市場は緩やかな上昇基調で推移しました。2023年に入っても、FRBによる利上げ幅の縮小など
が下支えとなり、CB市場は上値を追う展開となりました。作成期の終盤、米国での根強いインフ
レ圧力などを背景に利上げ長期化観測が再燃したこと、また、一部の米銀が経営破綻に陥ったこと
に端を発し、世界的に金融システム不安が広がったことなどから、作成期末にかけてCB市場はそ
れまでの上昇幅の多くを失いました。

第18作成期（2023年3月18日～2023年9月19日）
　当作成期のCB市場は、前作成期末比で上昇しました。作成期の序盤から中盤は、米国の金融シ
ステムへの不安や半導体をめぐる米中対立の深刻化などが市場の重石となる状況もありましたが、
米国の底堅い景気動向と企業業績などが下支えとなり、CB市場は概ね上昇基調で推移しました。
作成期の終盤、米連邦準備制度理事会（FRB）による金融引き締めの長期化観測や、中国経済の先
行き不透明感などが相場の重石となる局面もあったものの、結局、CB市場は前作成期末比で上昇
して作成期を終えました。
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第19作成期（2023年9月20日～2024年3月18日）
　当作成期のCB市場は、前作成期末比で上昇しました。作成期の序盤、金融引き締めの長期化観
測を背景とした欧米長期金利の上昇や、中東情勢の緊迫化への懸念などからリスク回避の動きが強
まり、CB市場は下落基調で推移しました。しかし2023年11月に入ると、米国のインフレ鈍化と
金利の低下を受けて、CB市場は反発に転じ、さらに12月にはパウエル米連邦準備制度理事会
（FRB）議長のハト派的な発言などを追い風に一段と値を上げました。2024年1月以降は、米大手
ハイテク企業の好決算が相次いだことなどが支援材料となった一方で、FRB高官から早期利下げに
対して慎重な発言が続いたことや、底堅い米国経済などを背景に早期利下げ観測が後退するなど、
CB市場は方向感に乏しい動きで推移しました。このような環境下、CB市場は前作成期末比で上昇
して作成期を終えました。

第20作成期（2024年3月19日～2024年9月17日）
　当作成期のCB市場は、前作成期末比で上昇しました。作成期初、先進国の金融緩和への期待や、
米国経済のソフトランディング（軟着陸）観測などを背景に、CB市場は上昇して始まりました。
2024年4月に入り、中東情勢の激化懸念などからCB市場は下落する局面もありましたが、人工知
能（AI）関連企業の好業績期待などに下支えされて、再び上昇に向かいました。7月半ば以降は、
これまでの相場の上昇をけん引してきた米国大型成長関連銘柄が調整したことに加え、8月序盤に
は米国の主要経済指標の下振れなどを受けて、同国の景気減速懸念が広がったため、CB市場は軟
調な展開となりました。しかし作成期末にかけては、米国の早期利下げ期待などを追い風に、CB
市場は再び反発した結果、前作成期末比で上昇して作成期を終えました。

ポートフォリオについて
当ファンドのポートフォリオについて
　UBS（CAY）グローバルCBファンド（ノンヘッジクラス）およびUBS短期円金利ファンド（適格
機関投資家向け）を投資対象とし、設定来より主としてUBS（CAY）グローバルCBファンド（ノ
ンヘッジクラス）への投資を通じて、世界各国のCB等に実質的に投資を行いました。なお、UBS
（CAY）グローバルCBファンド（ノンヘッジクラス）への投資比率は概ね90％以上を維持しまし
た。2024年9月17日でファンドを満期償還することとなったため、同年9月上旬には組み入れ
ファンドを売却し、現金化を完了の上、償還日を迎えました。

UBS（CAY）グローバルCBファンド（ノンヘッジクラス）のポートフォリオにつ
いて
　設定来よりCB等の利回り、発行体リスク、流動性などを考慮して、銘柄選択を行いました。
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UBS短期円金利ファンド（適格機関投資家向け）のポートフォリオについて
　設定来よりわが国のコマーシャル・ペーパーを含む短期金融商品および内外の円建ての公社債に
投資を行い、利息等収入の確保を目指して運用を行いました。当作成期におきましては、利回りの
優位性を勘案しつつ、コール・ローン等での運用を行いました。

ベンチマークとの差異について
　当ファンドは、ベンチマーク対比の運用ではなく、アクティブ度の高い運用を行う方針であるこ
とから、運用の目標となるベンチマークや投資対象資産の市場動向を説明する代表的な指数（参考
指数）はありません。

分配金について
　分配金については、基準価額水準および市況動向を勘案し分配を行いました。第1期から第40期
までの分配金額および分配原資の内訳につきましては、後記の「投資信託財産運用総括表」をご覧
ください。なお第40期（償還期）までに信託財産中に留保されてきた利益につきましては、償還
価額に含みお支払いいたしております。

分配方針
　年4回の毎決算時（毎年3月、6月、9月および12月の17日、休業日の場合には翌営業日）に、
原則として以下の方針に基づき分配を行います。
・分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買益（評価益を含みま
す。）等の全額とします。
・収益分配金額は、上記の分配対象額の範囲内で、下記1．および2．に基づき決定します。ただ
し、市況動向等を勘案して、委託会社の判断で下記と異なる金額の分配を行うこと（分配を行わ
ない場合を含みます。）があります。
1．計算期末の前営業日の基準価額（1万口当たり。既払分配金を加算しません。以下同じ。）が
10,500円未満の場合には、基準価額水準等を勘案して委託会社が決定します。

2．計算期末の前営業日の基準価額が10,500円以上の場合には、原則として、当該基準価額の水準
に応じて、下記の金額（1万口当たり）を分配することを目指します。

＜各計算期末の前営業日の基準価額＞　＜目標分配金額（1万口当たり、税引前）＞
　10,500円未満　　　　　　　　　　　　基準価額水準等を勘案して決定します。
　10,500円以上11,000円未満　　　　　　　250円
　11,000円以上11,500円未満　　　　　　　500円
　11,500円以上12,000円未満　　　　　　　750円
　12,000円以上　　　　　　　　　　　　��1,000円
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・収益の分配にあてなかった利益については、運用の基本方針に基づいて元本部分と同一の運用を
行います。
※目標分配金額は、毎計算期末の前営業日の基準価額水準に応じて上記表に基づき決定されますの
で、それ以前の基準価額水準は考慮されません。したがって、基準価額が上記表の一定の水準に
一度でも到達すればその水準に応じた分配金をお支払いする、または、その水準に応じた分配を
継続するというものではありません。また、分配金の支払いにより純資産総額は減少することに
なり、基準価額が下落する要因となります。上記表に記載された基準価額および目標分配金額は、
将来の分配金の支払いを保証または示唆するものではなく、また、あらかじめ一定の分配金額を
保証するものではありません。
※計算期末の前営業日の基準価額水準に応じて上記表に基づく分配金額を支払うことを目指します
が、計算期末の前営業日から当該計算期末までの間に基準価額が急激に変動した場合には、委託
会社の判断で上記表と異なる金額の分配を行うこと（分配を行わない場合を含みます。）があり
ます。

分配原資の内訳� （1万口当たり・税引前）

項　目 第39期
2024年3月19日～2024年6月17日

当期分配金 250円
（対基準価額比率） （2.318％）
当期の収益 114円
当期の収益以外 135円

翌期繰越分配対象額 941円

（注1）「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」お
よび「経費控除後の有価証券売買等損益」から分
配に充当した金額です。また、「当期の収益以
外」は、「収益調整金」および「分配準備積立
金」から分配に充当した金額です。

（注2）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注3）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数点以
下切捨てで算出しているため、合計が「当期分配
金」と一致しない場合があります。
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1万口当たりの費用明細

項　目
第39期～第40期

2024/3/19～2024/9/17 項目の概要
金額 比率

信託報酬 55円 0.524％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
※期中の平均基準価額（月末値の平均）は10,573円です。

（投信会社） （12） （0.110） 委託した資金の運用の対価
（販売会社） （41） （0.386） 運用報告書等各種書類の交付、口座内でのファンドに係る管理、購入

後の情報提供等の対価
（受託会社） （� 3） （0.028） 運用財産の管理、運用指図実行等の対価
その他費用 4 0.041 その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数
（監査費用） （� 1） （0.011） 監査法人等に支払うファンド監査に係る費用
（印刷費用等） （� 4） （0.030） 法定開示書類作成の際に業者に支払う作成・印刷・交付等に係る費用（EDINET含む）等
（その他） （� 0） （0.001） 受益権の管理事務に関連する費用等

合計 59 0.565
（注1）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法

により算出した結果です。
（注2）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注3）各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じ

たもので、項目ごとに小数第3位未満は四捨五入してあります。
（注4）各項目の費用は、このファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。
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（参考情報）総経費率

総経費率（①＋②＋③） 2.14％
①このファンドの費用の比率 1.13％
②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.93％
③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.08％

（注1）①の費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注2）②・③の費用は、当該投資先ファンドの期中の平均純資産総額で除して算出した概算値です。
（注3）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注4）各比率は、年率換算した値です。
（注5）①の費用と②③の費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注6）投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。
（注7）①の費用は、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注8）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率

とは異なります。

　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託
手数料及び有価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額
（1口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は2.14％です。

総経費率
2.14％ このファンド

1.13％

投資先ファンド
1.01％

運用管理費用
（投信会社）
0.22％

運用管理費用
（販売会社）
0.77％

運用管理費用
（受託会社）
0.06％

その他費用
0.08％

運用管理費用
0.93％

運用管理
費用以外
0.08％
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UBSグローバルCBオープン（年4回決算型・為替ヘッジなし）

期中の売買及び取引の状況 （自　2024年3月19日　至　2024年9月17日）
　投資信託証券

第 39 期 ～ 第 40 期
買 付 売 付
口 数 金 額 口 数 金 額

国内
口 千円 口 千円

UBS短期円金利ファンド（適格機関投資家向け） － － 729,781 721
外国

口 千円 口 千円
UBS（CAY）グローバルCBファンド
（ノンヘッジクラス）

2,133,469 2,500 91,327,447 100,011(3,493,486) (3,936)
（注1）金額は受け渡し代金。
（注2）金額の単位未満は切り捨て。
（注3）（　）内は再投資による増加分で、上段の数字には含まれておりません。

利害関係人等との取引状況等 （自　2024年3月19日　至　2024年9月17日）
　当作成期中の利害関係人等との取引はありません。
（注）利害関係人等とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人等です。

組入資産明細表 （2024年9月17日現在）
　償還時における有価証券等の組入はありません。

　ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファンドの明細

フ　ァ　ン　ド　名 第 19 作 成 期 末
口 数

口
UBS短期円金利ファンド（適格機関投資家向け） 729,781
UBS（CAY）グローバルCBファンド
（ノンヘッジクラス） 85,700,492

合 計 86,430,273
（注）単位未満は切り捨て。

投資信託財産の構成 � （2024年9月17日現在）

項 目 償 還 時
評 価 額 比 率

千円 ％
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 93,343 100.0
投 資 信 託 財 産 総 額 93,343 100.0

（注）評価額の単位未満は切り捨て。
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UBSグローバルCBオープン（年4回決算型・為替ヘッジなし）

資産、負債、元本及び基準（償還）価額の状況
(2024年6月17日) (2024年9月17日)

項 目 第 39 期 末 償 還 時
(Ａ) 資 産 104,114,988円 93,343,056円

コール・ローン等 6,491,167 93,342,775

投資信託受益証券(評価額) 97,623,820 －

未 収 利 息 1 281

(Ｂ) 負 債 2,694,464 277,893

未 払 収 益 分 配 金 2,406,245 －

未 払 解 約 金 200 －

未 払 信 託 報 酬 266,666 257,834

そ の 他 未 払 費 用 21,353 20,059

(Ｃ) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 101,420,524 93,065,163

元 本 96,249,837 92,147,699

次 期 繰 越 損 益 金 5,170,687 －

償 還 差 益 金 － 917,464

(Ｄ) 受 益 権 総 口 数 96,249,837口 92,147,699口

1万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,537円 －

1万口当たり償還価額(Ｃ／Ｄ) － 10,099円56銭

（注1）当ファンドの第39期首元本額は95,474,061円、第39～
40期中追加設定元本額は1,161,313円、第39～40期中一
部解約元本額は4,487,675円です。

（注2）1口当たり純資産額は、第39期1.0537円、第40期
1.0099円です。

損益の状況
第39期（自2024年3月19日　至2024年6月17日）
第40期（自2024年6月18日　至2024年9月17日）

項 目 第 39 期 第 40 期
(Ａ) 配 当 等 収 益 1,181,384円 2,711,951円

受 取 配 当 金 1,181,377 2,709,277
受 取 利 息 15 2,674
支 払 利 息 △� � � � � � ��8 －

(Ｂ) 有 価 証 券 売 買 損 益 3,266,039 △6,476,278
売 買 益 3,266,475 58,099
売 買 損 △� � � � ��436 △6,534,377

(Ｃ) 信 託 報 酬 等 △  288,019 △  277,893
(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,159,404 △4,042,220
(Ｅ) 前 期 繰 越 損 益 金 2,014,421 3,603,526
(Ｆ) 追 加 信 託 差 損 益 金 1,403,107 1,356,158

(配 当 等 相 当 額) (　1,531,679) (　1,495,758)
(売買損益相当額) (△� �128,572) (△� �139,600)

(Ｇ) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 7,576,932 －
(Ｈ) 収 益 分 配 金 △2,406,245 －

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 5,170,687 －
償還差益金(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｈ) － 917,464
追加信託差損益金 1,403,107 －
(配当等相当額) (　1,531,679) (　� � � � � ���－)
(売買損益相当額) (△� �128,572) (　� � � � � ���－)
分 配 準 備 積 立 金 7,534,448 －
繰 越 損 益 金 △3,766,868 －

（注1）損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換
えによるものを含みます。

（注2）損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消
費税等相当額を含めて表示しています。

（注3）損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の
追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた
差額分をいいます。

（注4）第39期計算期間末における費用控除後の配当等収益
（1,104,886円）、費用控除後の有価証券等損益額（0
円）、信託約款に規定する収益調整金（1,531,679円）お
よび分配準備積立金（8,835,807円）より分配対象収益は
11,472,372円（10,000口当たり1,191円）であり、うち
2,406,245円（10,000口当たり250円）を分配金額とし
ております。
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投資信託財産運用総括表
信 託 期 間 投資信託契約締結日 2014 年 9 月 22 日 投資信託契約終了時の状況

投資信託契約終了日 2024 年 9 月 17 日 資 産 総 額 93,343,056円

区 分 投資信託契約締結当初 投資信託契約終了時 差引増減または
追 加 信 託

負 債 総 額 277,893円
純資産総額 93,065,163円

受益権口数 928,024,460口 92,147,699口 △835,876,761口 受益権口数 92,147,699口
元 本 額 928,024,460円 92,147,699円 △835,876,761円 １万口当たり償還金 10,099.56円
毎計算期末の状況

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基 準 価 額 １万口当たり分配金
金 額 分 配 率

第 1 期 1,650,713,396円 1,672,637,566円 10,133円 200円 2.0000％
第 2 期 1,512,027,846 1,549,950,767 10,251 200 2.0000
第 3 期 1,198,003,360 1,264,280,985 10,553 250 2.5000
第 4 期 1,073,223,966 1,084,793,805 10,108 0 0.0000
第 5 期 943,065,480 949,190,670 10,065 0 0.0000
第 6 期 851,750,156 791,107,587 9,288 0 0.0000
第 7 期 833,222,445 731,501,415 8,779 0 0.0000
第 8 期 774,859,466 696,295,928 8,986 0 0.0000
第 9 期 626,397,315 637,842,464 10,183 150 1.5000
第 10 期 533,272,187 535,652,361 10,045 50 0.5000
第 11 期 519,577,628 526,100,996 10,126 50 0.5000
第 12 期 462,128,186 479,541,113 10,377 200 2.0000
第 13 期 376,278,969 382,830,537 10,174 100 1.0000
第 14 期 341,100,820 340,260,105 9,975 0 0.0000
第 15 期 292,945,996 295,993,647 10,104 100 1.0000
第 16 期 276,269,951 279,387,327 10,113 0 0.0000
第 17 期 244,777,574 239,978,922 9,804 0 0.0000
第 18 期 230,781,613 231,056,005 10,012 0 0.0000
第 19 期 209,514,527 203,909,157 9,732 0 0.0000
第 20 期 200,984,240 196,830,430 9,793 0 0.0000
第 21 期 180,030,707 182,204,345 10,121 50 0.5000
第 22 期 166,094,198 146,692,767 8,832 0 0.0000
第 23 期 165,370,570 153,986,640 9,312 0 0.0000
第 24 期 164,669,598 158,454,615 9,623 0 0.0000
第 25 期 157,786,429 158,177,145 10,025 0 0.0000
第 26 期 140,589,564 149,107,594 10,606 250 2.5000
第 27 期 136,613,532 145,038,365 10,617 250 2.5000
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分配金のお知らせ
１万口当たり分配金

第 39 期 250円

◇分配金をお支払いする場合
分配金のお支払いは決算日から起算して5営業日までに開始いた
します。
◇分配金を再投資する場合
お手取り分配金は、決算日の基準価額に基づいて、みなさまの口
座に繰り入れて再投資いたしました。
◇分配金の区分について
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとな
る「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が
普通分配金となります。
分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、下回る部分の額が
元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となり
ます。
◇元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に
個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控
除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
◇税金について
分配金は普通分配金に課税され、20.315％（所得税15％、復興
特別所得税0.315％および地方税5％）の税率が適用されます。
◇2020年1月1日以降の分配時において、外国税額控除の適用と
なった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。

計 算 期 元 本 額 純資産総額 基 準 価 額 １万口当たり分配金
金 額 分 配 率

第 28 期 123,094,943円 126,511,523円 10,278円 200円 2.0000％
第 29 期 121,300,918 123,147,837 10,152 50 0.5000
第 30 期 118,483,274 116,966,140 9,872 0 0.0000
第 31 期 118,510,599 118,683,535 10,015 100 1.0000
第 32 期 117,662,762 120,024,551 10,201 250 2.5000
第 33 期 113,369,726 112,556,948 9,928 0 0.0000
第 34 期 113,220,790 112,581,732 9,944 0 0.0000
第 35 期 111,093,399 117,454,657 10,573 250 2.5000
第 36 期 110,441,426 116,713,095 10,568 250 2.5000
第 37 期 104,501,021 106,577,187 10,199 150 1.5000
第 38 期 95,474,061 98,852,623 10,354 250 2.5000
第 39 期 96,249,837 101,420,524 10,537 250 2.5000

償還金のお知らせ
１ 万 口 当 た り 償 還 金 10,099円56銭

◇償還金は、2024年9月24日（火）までにお支払いを開始しております。
◇償還金が個別元本を上回る場合、上回る部分に20.315％（所得税15.315％、地方税５％）の税金がかかります。
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